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論 文 内 容 の 要 旨
イネ属植物には 4節にわかれる約29種が知られている｡ 本研究に用いられた材料は, Oryza sativa, 0 .
glaberrim a の 2種の栽培稲を含む25種, 472系統である｡
著者は, これらを自然日長と12時間短日の下に栽培し, 短日による出穂促進の有無によって感光性 ･不
感光性の 2群に分けた｡ その結果栽培稲では79.6% , 野生稲では89.8% , 特に栽培稲の祖先型を含むと考





日数が多いほど出穂促進が著しい｡ なお短日処理を与える場合, ある長さ以上の日長では出穂しない｡ す
なわち苗令に対応した出穂可能な目長時間が存在する｡ この日長時間は苗令が進むに従って次第に長 くな
り, ついに革命によって変らない極限に到達する｡ 同様に感応に必要な最少処理日数もしだいに少なくな
るがこれにも極限がある｡ 感応の開始期 ･限界日長時間 ･必要処理日数などいずれも種により, 系統によ
って異なっていて, それぞれの特長をなしている｡
限界日長時間は花芽の形成が起り得る最も長い目長時間である｡ 285系統の限界日長時間は野生稲で12h
25m から13h 48m , 栽培稲で 12h 20m から 14h 44m であり,かつ後者の標準偏差は前者のそれよりも大
きい｡ これは栽培稲のほうが野生稲に比べて限界日長時間において著しく分化していることを示している｡





が証明された｡ 1) 種々の時期に播種し, 播種の遅延日数と出穂までの生育日数との回帰直線係数で示す
方法 (LR C -1), 2) 種々の時期に播種し, その生育日数と花芽形成日 (出穂30目前) の日長との回帰直
線係数で示す方法 (LR C -2), 3) 2) の回帰直線の角度による表示法 (A ngle-LR C -2)0 54の系統の日長
性を 1) および 2) の方法で表示すれば両者は非常に良好な平行関係を示し, かつ定性的に見た感光性 ･
不感光性系統の分類とも一致する. これらのうち LR C -2 は日長時間 1 分の短縮による生育日数の短縮を∫







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
栽培稲の日長反応に関する研究はきわめて多く, その日長感応性の検定には種々の方法が用いられ, そ
の程度の表示にも多くの方式が提案されているO
著者は栽培稲のみならず既知イネ属植物の大半を含む豊富な材料について, まず個体発生途上における
日長感応性の変化を明らかにし, 老成植物が花芽形成を起し得る最長日長, すなわち限界日長時間を多く
の系統について決定し, その幅が野生稲よりも栽培稲において広いこと, また各系統の限界日長がその生
育地の緯度と高い相関関係を有することを明らかにした｡
また日長の単位時間の延長による生育日数短縮からきわめて簡単な方法で日長感応性の程度を数的に表
示することを提唱した｡ この方法によって従来種々の表示法によって表わされていた日長感応性の程度を
数的に表示することができた｡
このように著者はイネの発育に伴う日長感応性の変化を研究し, 従来の日長感応性測定方法 ･感光性表
示方法に検討を加え独自の方法を提案し, これを用いてイネ属植物の分布 ･系統分化などにおける日長性
の意義を明らかにしたことば, 栽培稲の生理の研究に寄与するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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